
 

平成 22 年 7 月 9 日 

各   位 

会 社 名  浅 香 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名   代 表 取 締 役 社 長    嶌 田  長 秋 

（ コード番号 ： ５９６２   大証第二部 ） 

問 合 せ先   専務取締役管理本部本部長  藤 田  敏 雄 

（ Ｔ Ｅ Ｌ    ０７２－２２９－５１３７ ） 

 

平成 23 年 3 月期第１四半期 投資有価証券評価損及び資産除去債務に関するお知らせ 

 

平成２３年３月期第１四半期において、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著し

く下落し、その回復があると認められないものについて、減損処理による投資有価証券評価損及び資産除

去債務をそれぞれ特別損失として計上をする必要が生じましたので、お知らせいたします。 
 

記 

 
１．平成２３年３月期第１四半期における投資有価証券評価損の総額 

 

（Ａ） 平成２３年３月期第 1 四半期会計期間 （平成２２年４月 1 日から平成２２年

６月３０日まで）の投資有価証券評価損の総額 
４９ 百万円

 

※ 四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※ 当社の決算期末は、３月３１日です。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 
 

（Ｂ） 平成２２年３月期末の純資産額  ２，２０１ 百万円

 （ Ａ ／ Ｂ × １００ ） ２．２ ％

（Ｃ） 最近事業年度の売上高の２％の額  

    （ 経常利益基準に係る開示基準の特例 ） ※ １ 
１３７ 百万円

 （ Ａ ／ Ｃ × １００ ） ３５．７ ％

（Ｄ） 最近事業年度の売上高の１％の額  

    （ 当期純利益基準に係る開示基準の特例 ） ※ ２ 
６８ 百万円

 （ Ａ ／ Ｄ × １００ ） ７１．３ ％
 

※ １ 最近事業年度の経常利益の額が、最近事業年度の売上高の２％の額に満たないため、最

近事業年度の売上高の２％の額を記載しております。 
 

※ ２ 最近事業年度の当期純利益の額が、最近事業年度の売上高の１％の額に満たないため、

最近事業年度の売上高の１％の額を記載しております。 

 

２．平成２３年３月期第１四半期において、資産除去債務 ３百万円を特別損失として計上する予定であります。 

 

３．今後の見通し 
 

平成２３年３月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、現在集計中であります

ので、業績予想の修正が必要と判断される場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

以   上 

Administrator
ＦＡＳＦ会員マーク


